
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

「女性の活躍推進に関する企業向けセミナー」及び「企業向けワークショップ」 【熊本市】

目的・目標

事業の特徴

○国立大学法人熊本大学（教育機関）
○地元各経済団体
○熊本市男女共同参画センターはあもにい

【女性の活躍推進に関する企業向けセミナー】
○産・学・官の連携・協働での開催に伴う情報共有及びネットワーク
の構築

○地元企業・市民への女性活躍推進や柔軟な働き方に関する情報提供

【企業向けワークショップ】
○女性の活躍推進に関する現状把握・課題抽出等の機会の提供
○女性の活躍推進やワーク・ライフ・バランスの推進に関する情報提供
○参加社間の情報交換の機会提供及びネットワークの形成

参加者数が目標に届かなかったため、関係機関と開催時期や内容につ
いてこれまで以上に連携・調整を図り、特に経済団体等への情報提供や
協力の呼びかけを強化することで、事業効果をさらに上げることができ
るよう工夫する必要がある。

【目的】
企業における女性の登用促進やワーク・ライフ・バランスの推進に向け
た機運の醸成及び産学官の連携構築を図る。

【目標】（※本市が実施している企業意識・実態調査の結果に基づく）
・5年前と比べて女性の管理職が増えた企業の割合

23.1％（平成26年度） → 増加（平成29年度）
・ワーク・ライフ・バランスの取組が進んでいる企業の割合

進んでいる（平成26年度）36.8％ → 増加（平成29年度）

平成26年度に熊本市が実施した「企業意識・実態調査」において、
市内企業におけるワーク・ライフ・バランスへの取り組みの進捗は前
回調査（H23実施）に比べ上がってきているものの、依然として36.8
ポイントとなっており、またポジティブ・アクションに対する取り組
みも42.9％と、どちらも依然として低い状況にある。
このことから、企業における女性の活躍推進やワーク・ライフ・バ

ランスの浸透を図るため、情報の発信・共有化や企業意識の向上を図
るための事業展開を継続的に行っていく必要がある。

○講演会のみではなくシンポジウムも同時に開催し、地元経済界・大学
・行政の代表者からそれぞれの取り組み状況の紹介や意見交換を行っ
たことで、参加者に対して幅広く情報提供をおこなうことができた。

○企業向けセミナー開催の効果を一過性のものとしないため、ワークシ
ョップを連動して開催した。



事業の概要

【女性の活躍推進に関する企業向けセミナー】
「社員と企業がともに輝く！ 女性の活躍推進と経営戦略」

●開催日時 平成２７年１０月９日（金）１４時～１６時３０分
●開催場所 熊本市男女共同参画センターはあもにい メインホール
●参加者数 １１３名
●開催内容 ①基調講演：働き方改革が企業を救う！～時間あたりの生産性向上～

講演者：田澤 由利 氏（㈱ワイズスタッフ 代表取締役）
②パネルディスカッション
コーディネーター：八幡 彩子 氏（熊本大学教育学部教授）
パネリスト：田澤 由利 氏（㈱ワイズスタッフ 代表取締役）

久我 彰登 氏（㈱鶴屋百貨店 代表取締役社長）
山縣 ゆり子 氏（熊本大学副学長）
大西 一史（熊本市長）

【企業向けワークショップ】

●開催日時 平成２８年１月２８日（木）１３時３０分～１６時３０分
●開催場所 熊本市男女共同参画センターはあもにい 学習室
●参加者数 １５名（１２社）
●開催内容 第１部 講演『女性が働き続けられる企業づくりセミナー 』

～ワーク･ライフ マネジメント について考える～
講師：園田 博美 氏（㈱キャリア研究所 代表取締役）

第２部 企業ワークショップ
ファシリテーター：園田 博美 氏

（㈱キャリア研究所 代表取締役）


	スライド番号 1
	スライド番号 2

